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　はじめに

ウツボ科タカマユウツボ属 Anarchias Jordan and 

Starks, 1906は，背鰭と臀鰭が尾端部に限られる，

眼上管の開口部が後鼻孔と隣接するなどの形質に

よって特徴づけられ（Böhlke et al., 1999；波戸岡，

2013），これまでに 10有効種が知られている

（Smith, 2012）．このうち日本からはタカマユウツ

ボ Anarchias seychellensis Smith, 1962のみが知ら

れており（波戸岡，1984, 2013），本種はこれまで

に日本国内において千葉県，伊豆半島，和歌山県，

小笠原諸島，および種子島からのみ記録されてい

た（波戸岡，2013；小枝・本村，2017）．

鹿児島県の薩摩半島西岸における魚類相調査

の過程で，南さつま市笠沙沖から 3個体のタカマ

ユウツボが採集された．これらの標本はタカマユ

ウツボの九州沿岸における初めての記録となるた

め，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は Böhlke (1989)にしたがった．

脊椎骨数の計数は軟 X線写真を用いておこなっ

た．全長，頭長はそれぞれ TL，HLと表記した．

計測は実体顕微鏡下でデジタルノギスを用いて

0.1 mm単位でおこなった．生鮮時の体色は，固

定前に撮影された標本のカラー写真（Fig. 1）に

基づいて記載した．標本の作製，登録，撮影，お

よび固定方法は本村（2009）に準拠した．本報告

で用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に所蔵されており，生鮮時のカラー写

真は同館のデータベースに登録されている．

　結果と考察

Anarchias seychellensis Smith, 1962

タカマユウツボ　（Fig. 1; Table 1）

標本　3個体（68.2–128.5 mm TL），すべて鹿児

島 県 南 さ つ ま 市 笠 沙 町 片 浦 の 米 島 南 方

（31°25ʹ55ʹʹN, 130°07ʹ19ʹʹE） か ら 手 網 で 採 集：

KAUM–I. 124398，128.5 mm TL，水深 10 m，2018

年 12月 16日，上野大輔；KAUM–I. 124493，103.5 

mm TL，水深 6–14 m，2018年 12月 16日，クント

ウィボォ；KAUM–I. 128515，68.2 mm TL，水深 15 

m，2019年 3月 5日，上野大輔．

記載　計数形質と全長または頭長に対する体

各部の計測値の割合を Table 1に示した．体は細

長く，わずかに側扁する．肛門は体の中央よりや

や前方に位置する．吻は短く，先端は丸みを帯び

る．上顎は下顎よりわずかに突出する．口は完全

に閉じる．前鼻孔は吻端に位置し，短い管状．後

鼻孔は眼の前端よりやや後方で，眼の上方に位置

し，わずかに前後方向に長い楕円形．眼は円形で，

口裂中央付近に位置する．額はやや隆起し，丸み

を帯びる．両顎の歯は鋭く，わずかに後方に曲が

る．眼上管開孔数は 4で，第 4眼上管開孔は後鼻

孔の背部後方と隣接する．眼下管開孔数は 6，下
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顎管開孔数は 5，鰓嚢上にある頭部側線管開孔数

は 2．両顎の歯は鋭く前方では 2列で，後方では

外列歯のみが 1列をなして並ぶ．上顎の外列歯は

小さく近接して並び，内列歯は 7–8本で外列歯よ

り大きく間隔は広い．下顎の外列歯は小さく近接

して並び，内列歯は 5–6本で外列歯より大きく間

隔は広い．前上顎骨板中央部には 2本の長く鋭い

歯があり，鋤骨には短い歯が 1列に並ぶ．背鰭と

臀鰭は尾端部にのみ存在し，両鰭は尾鰭と連続す

る．

色彩　生鮮時の色彩 –KAUM–I. 124398は褐色

で体全体に不定形の淡褐色斑が散在する．体腹面

の前半部は白色がかった褐色で，尾端部縁辺は

黄色がかった褐色．頭部側線管孔の周縁は白色．

虹彩は黄色がかった白色で，瞳孔は黒色を呈し黄

色く縁どられる．KAUM–I. 124493と KAUM–I. 

128515は黄色がかった褐色で，頭部に斑入り状

の模様をもつ．体腹面の前半部は白色がかった褐

色で，尾端部縁辺は黄色．虹彩は黄色がかった白

色で，瞳孔は黒色を呈し黄色く縁どられる．

固定後の色彩 –KAUM–I. 124398は淡い褐色を

呈し淡褐色斑は固定後も残る．体背面はやや黒色

がかった褐色．体腹面の前半部は白色．尾端部縁

辺は白色．KAUM–I. 124493と KAUM–I. 128515

は茶褐色を呈する．体背面はやや黒色がかった褐

色で，体腹面の前半部は白色がかった褐色．尾端

部縁辺は白色．

分布　本種はアフリカ南部・東部から日本，西

オーストラリア・ニュージーランド，ハワイ諸島，

およびイースター島にかけてのインド・太平洋に

分布している（波戸岡，2013; Fricke et. al., 2018）．

日本国内ではこれまでに千葉県外房，伊豆半島東

岸・西岸，和歌山県串本，小笠原諸島，種子島か

ら記録されており（波戸岡，2013；小枝・本村，

2017），本研究によって本種の鹿児島県薩摩半島

西岸における分布が確認された．薩摩半島産の個

体は重なったゴロタ岩の下から採集された（上野

大輔氏，私信）．

備考　薩摩半島西岸から採集された標本は，背

鰭と臀鰭が尾端部に限られること，総脊椎骨数が

116–119であること，第 4眼上管開孔が後鼻孔の

背部後方に位置すること，および KAUM–I. 

Fig. 1. Fresh specimens of Anarchias seychellensis from Kasasa, Minami-satsuma, Kagoshima Prefecture, Japan. A: KAUM–I. 124398, 128.5 
mm TL; B: KAUM–I. 124493, 105.0 mm TL; C: KAUM–I. 128515, 68.2 mm TL.
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124398は体表に淡褐色の斑紋が散在することが

波戸岡（2000, 2013）の報告したタカマユウツボ A. 

seychellensisの特徴に一致したことから本種に同

定された．KAUM–I. 124493と KAUM–I. 128515

には体表の斑紋がみられないが，Böhlke and 

Randall (2000)では A. seychellensisの色彩は変異

に富み，地色は赤褐色で通常は複雑な不定形の放

射状の斑紋をもつが，一部の個体は淡褐色であり，

また赤褐色で斑紋をもたない個体もいるとされて

いることから，KAUM–I. 124493と KAUM–I. 128515

の体色は種内変異であると判断した．

波戸岡（1984）は伊豆半島から得られた

Anarchias属の 1未同定種の標本（全長 20 cm）に

もとづき，和名タカマユウツボを提唱した．波戸

岡（1993）はこの標本が A. seychellensis と A. 

leucurusのいずれにもよく似ることから種の同定

を行わず，これら 2種は同種の可能性があること

を 示 唆 し た．Böhlke and Randall (2000) は，A. 

seychellensisの総脊椎骨数が 121–132（A. leucurus

では 106–112）であること，肛門が体の中央より

前方に位置すること（体の中央付近に位置する）

から両種が識別されるとした．しかし波戸岡

（2000, 2013）は，Böhlke and Randall (2000) の論

文中で用いられた A. seychellensisの標本の中には

総脊椎骨数が両種の中間の 115–117であるイース

ター島産の標本が含まれており，日本産のものは

112–119で同じく中間であることから，Böhlke 

and Randall (2000)の結論は信憑性を欠くとした．

また，波戸岡（2000, 2013）はその一方で，

Böhlke and Randall (2000)において A. seychellensis

は不定形の斑紋をもち，A. leucurusは点状の斑紋

をもつとされていることから両種が斑紋の形の違

いによって区別できる可能性があること，日本産

のものは不定形の斑紋をもつこと，および A. 

seychellensisの原記載の情報をもとに，日本産の

Anarchias属の 1種を暫定的に A. seychellensisに

同定した．本研究では波戸岡（2000, 2013）の見

解にしたがい，背鰭と臀鰭が尾端部に限られるこ

と，第 4眼上管開孔が後鼻孔の背部後方に隣接す

ること，総脊椎骨数が 116–119であること，およ

び不定形の斑紋があることから薩摩半島西岸から

得られた 3 個体のうちの 1 標本（KAUM–I. 

124398）を A. seychellensisに同定した．残りの 2

標本（KAUM–I. 124493, 128515）については斑紋

をもたないが，そのほかの形質については波戸岡

（2000, 2013）の定義する A. seychellensisと一致し

ており，前述した Böhlke and Randall (2000)の記

述から体色の差異は種内の変異であると判断し，

KAUM–I. 124398 KAUM–I. 124493 KAUM–I. 128515
Total length (TL; mm) 128.5 105.0 68.2
Counts
 Total vertebrae 116 119 –
Measurements
% of TL
 HL (Head length; HL) 12.1 11.2 11.8
 Trunk length 29.9 31.4 32.3
 Tail length 56.8 56.3 58.0
 Predorsal length 95.4 93.3 94.2
 Preanal length 41.8 42.8 44.7
 Body depth at gill opening 4.5 4.2 4.8
 Body depth at behind-anus 3.8 3.4 4.1
 Body width at gill opening 1.7 1.6 2.0
 Body width at mid-anus 1.6 1.8 2.4
% of HL
 Snout length 14.3 12.7 15.2
 Eye diameter 9.6 7.5 10.3
 Upper jaw length 32.7 34.5 37.6
 Gill opening length 2.4 4.2 4.0
 Interobital width 10.5 10.7 15.1

Table 1. Counts and measurements of Anarchias seychellensis from Kasasa, Minami-satsuma, Kagoshima Prefecture, Japan.
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本研究ではこれら 2個体についても A. seychell-

ensisに同定した．

タカマユウツボのこれまでに知られていた分

布は上記の分布の項の通りであり，九州および鹿

児島県本土からの採集の記録はないため，本報告

における記載標本は九州沿岸における本種の初記

録となる．
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